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「何が変わるの？」
　「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「三位一体改革」が実現します。その柱といえ
るのが、今回の「税源移譲」。税源移譲では、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、国の税収が減り、
地方の税収が増えることになります。およそ３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。

「どう変わるの？」
　税源移譲によって、地方は必要な財源を直接確保できるようになります。

　※ほとんどの方は、１月分から所得税が減り、そのぶん６月分から住民税が増えることになります。しかし、税源の移し替
　　えなので「所得税＋住民税」の負担は基本的に変わりません。

【定率減税が廃止されます】
　平成１１年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状況を踏ま
えて廃止されます。（所得税は平成１９年１月分、住民税は平成１９年６月分から）

【住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています】
　平成１７年１月１日現在、６５歳以上の方（昭和１５年１月２日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が１２５万円以下の
方は、平成１７年度まで住民税が非課税でしたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から、この措置が平成１８
年度から廃止され、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、急激な税負担を緩和するため経過措置がとられています。

平成18年
所得税：平成１８年１月分から
　　　　税額の１０％相当額を減額（１２.５万円を限度）
住民税：平成１８年６月分から
　　　　税額の７.５％相当額を減額（２万円を限度）

平成19年以降

所得税：平成１９年１月分から廃止

住民税：平成１９年６月分から廃止

平成17年度
合計所得金額
１２５万円以下の方
非課税

平成18年度以降
　　　経過措置として
課税　平成１８年度は税額の３分の２を減額
　　　平成１９年度は税額の３分の２を減額
　　　平成２０年度以降は、全額負担
※この経過措置は昭和１５年１月２日以前に生まれた方が対象になります。

所得税　　　　　　　　　　　　　　⇒４段階の税率を、６段階に細分化
　　　　　　　　　　　　　　　　　�（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないよう制度設計）

住民税　　　　　　　　　　　　　　⇒３段階の税率から、一律１０％に
　　　　　　　　　　　　　　　　　�（都道府県民税４％・市区町村民税６％）

住　民　税� 196,000円
・定率減税� △14,700円
所　得　税� 263,000円
・定率減税� △26,300円

合　計� 418,000円

住　民　税　　293,500円

所　得　税　　165,500円

合　計　　　　459,000円

住　民　税� 19,900円
・定率減税�� △1,500円
・（住民税一定率減額）×2/3
� △12,267円

所　得　税� 34,800円
・定率減税� △3,480円

合　計� 37,453円
（税額� �37,400円）

住　民　税� 37,300円
・住民税×1/3� △12,434円

所　得　税� 17,400円

合　計� 42,666円
（税額� 42,200円）

住　民　税� 非課税

　　
所　得　税� �34,800円
・定率減税� △6,960円

合　計� 27,840円
（税額�� 27,800円）

平成19年1月分から適用

平成19年6月分から適用

平成18年 平成19年

モデルケース　夫婦＋子供２人・給与収入700万円（年額）

※子供のうち１人が特定扶養親族
に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除される
ものとして計算しています。

モデルケース　70歳独身・年金収入200万円（年額）

平成17年度 平成１8年度 平成19年度

※�一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※�年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので経過措置が適用されます。

※各モデルケースの住民税（年額）は所得割に係るもので、そのほか均等割が課税されます。

【平成１９年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります】
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平
安
時
代
の
終
わ
り
、
西
暦
１
１
３
０
年

頃
、
常
陸
国
（
今
の
茨
城
県
）
を
追
わ
れ
た

一
組
の
親
子
が
甲
斐
国
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

甲
斐
源
氏
武
田
氏
の
祖
で
あ
る
源�

義
光
の

子
義
清
と
孫
の
清
光
で
す
。
義
清
親
子
は
は

じ
め
母
親
の
故
郷
で
あ
る
常
陸
国
那
賀
郡
武

田
郷
（
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
勢
力
を
伸
ば
そ

う
と
し
ま
し
た
。
同
じ
常
陸
の
久
慈
郡
佐
竹

郷
（
常
陸
太
田
市
）
で
は
義
清
の
兄
で
あ
る

義
業
が
勢
力
を
伸
ば
す
の
に
成
功
し
、
中
世
・

戦
国
時
代
を
通
じ
て
常
陸
国
を
支
配
し
、
江

戸
時
代
に
は
秋
田
の
大
名
と
な
る
佐
竹
氏
の

基
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

義
清
親
子
は
地
元
勢
力
と
対
立
し
た
た
め

朝
廷
に
告
発
さ
れ
、
甲
斐
国
市
河
荘
（
市
川

三
郷
町
あ
る
い
は
昭
和
町
）
に
配
流
さ
れ
ま

し
た
。

　
常
陸
を
追
わ
れ
て
甲
斐
に
や
っ
て
き
た
義

清
親
子
で
す
が
、
こ
こ
で
運
命
が
好
転
し
ま

す
。
清
光
は
八
ヶ
岳
南
麓
の
逸
見
荘
（
北
杜

市
）
を
根
拠
地
と
し
て
勢
力
を
伸
ば
し
、
多

く
の
子
供
た
ち
を
甲
斐
国
内
各
地
に
配
置
し

ま
し
た
。
か
れ
ら
は
占
拠
し
た
地
名
に
よ
っ

て
氏
を
称
し
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
平
井
や

河
内
、
八
代
と
い
っ
た
笛
吹
市
内
の
地
名
も

見
ら
れ
ま
す
。
清
光
の
多
く
の
子
の
な
か
で

惣
領
と
な
っ
た
の
は
二
男
の
信
義
（
長
男
の

光
長
と
双
子
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
）。

彼
の
配
置
さ
れ
た
の
が
武
河
荘
で
、
そ
の
地

名
は
偶
然
な
の

か
彼
の
祖
父
・

父
に
因
縁
の
あ

る
「
武
田
」（
韮

崎
市
神
山
町
）
。

こ
こ
か
ら
甲
斐

源
氏
惣
領
家
が

武
田
氏
を
称
す

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
彼
ら
の

生
き
た
時
代
は

源
平
の
争
乱
期

に
あ
た
り
、
そ

の
戦
い
の
中
で

武
田
氏
は
力
を

つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
清
光
の
子
の
中
で
笛
吹
市
に
関
係
し
た
の

は
平
井
清
隆
、
河
内
義
長
、
八
代
信
清
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
彼
ら
の
史
跡
は
あ
ま
り
残

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
治
承
４
年
（
１
１
８
０
）

８
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
石
橋
山
の
合
戦
」

で
は
、
「
甲
斐
国
平
井
冠
者
」
と
呼
ば
れ
る

武
士
が
平
家
方
と
し
て
参
戦
し
て
お
り
、
平

井
清
隆
の
こ
と
で
あ
る
か
と
考
え
る
人
も
い

ま
す
。
平
井
氏
の
館
跡
は
石
和
町
上
平
井
に

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
痕
跡
は
ま
っ
た
く

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
河
内
義
長
も
治
承

４
年
８
月
25
日
に
兄
で
あ
る
武
田
信
義
ら
と

と
も
に
、
源�

頼
朝
に
合
流
す
る
た
め
駿
河

へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。
義
長
の
動
向
は
し
ば

ら
く
不
明
に
な
り
ま
す
が
、
壇
ノ
浦
の
戦
い

後
の
元
暦
２
年
（
１
１
８
５
）
に
は
対
馬
（
長

崎
県
）
の
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
山
国
甲
斐
の
人
間
で
あ
る
義
長

が
離
島
で
あ
る
対
馬
の
守
護
を
勤
め
た
理

由
は
不
明
で
す
が
、
義
長
が
源
平
の
争
乱

時
に
「
伊
豆
水
軍
」
を
中
心
と
し
た
水
軍

に
参
加
し
、
海
上
か
ら
の
攻
撃
で
大
き
な

成
果
を
挙
げ
た
た
め
と
考
え
る
説
も
あ
り

ま
す
。
河
内
氏
の
館
跡
な
ど
も
不
明
で
す
が
、

南
北
朝
期
の
資
料
か
ら
石
和
町
の
井
戸
や

小
石
和
、
松
本
付
近
に
領
地
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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武田氏系図　　番号は『甲斐国誌』による武田氏歴代

義
綱

平井氏の館があったとされる場所（石和町上平井周辺）


